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考えている人は、近い将来、人工知
能（ＡＩ）に取って代わられて仕事を
失うかもしれないのです。アナタの存
在意義や、プロの矜持がいつしか消
えてしまうことを僕は危惧しています。

感染を恐れる気持ちは、三密を避
けられない医療者とて同じです。介
護職員も同じでしょう。しかし、どの職
種もこの１年半以上、さまざまな工夫
をして、なんとか現場を乗り切ってきま
した。それなのに、緊急事態宣言が
明けても訪問を控えて、「すべてオン
ラインで」と提案してくるケアマネに対
しては、正直、「職業プライドがない
のかな？」と首を傾げてしまいます。
利用者さん側から訪問を断られる場
合は仕方がないでしょうが、「完全テ
レワーク」はある意味、「踏み絵」な
のかもしれません。今後も繰り返され
るであろうパンデミック時におけるケア

 ケアマネはテレワークで済む 
 仕事ではない 

コロナ禍において、国はテレワーク
を推奨しました。しかし医療や在宅
医療においてはどうでしょうか。医師
や看護師や介護職などにおいては、
テレワークはあり得ません。他のエッ
センシャルワーカーと同様に、自宅で
パソコンに向かうだけで済む仕事で
はありません。では、果たしてケアマ
ネジメントはどうでしょうか。

そもそも、ケアマネジャーが担当の
利用者さん宅を訪問している時間と、
デスクワークをしている時間の比率
は、コロナ禍以前はどうなっていたの
しょうか？　ケアマネによってはデスク
ワークの時間の方が圧倒的に多かっ
たという人もいるかもしれず、もしもそ
うだとすれば、パンデミック時には「す
べてテレワークで済む」という考えが
成立することもあるでしょう。約20職
種に及ぶ医療・介護にかかわる多職
種の中で、完全テレワークで成り立つ
職種はケアマネだけかもしれません。

「他の職種の方はご苦労さまね、でも
ワタシはケアマネだから家から一歩も
外に出なくても仕事ができるのよ！」と

マネジメントの意義について、第５波
が鎮静化した今、多職種と共に振り
返るべきだと思います。

 ケアマネは自宅療養者の 
 生活を守る司令塔 

第３、４、５波において、首都圏や
関西圏では大量の自宅療養者が生
まれました。医療崩壊で入院できな
い人だけでなく、入院が可能な状況
でも、認知症の周辺症状のために付
き添い無しの入院ができないという人
は、自宅療養を強いられました。僕
は、特に第4波と第5波において、高
齢の独居の方や独居で認知症のあ
る方の自宅療養を“ 24時間管理”し
ました。

感染者が多すぎて、「自宅療養で
はなく自宅放置だ ！」と報道されまし
たが、確かに、医療がまったく提供さ


